
　　　　　：増築　　　　　：使いたくなったら使う

空き家を見つける　　　　　　　　　　　　　軸組にする　　　　　　　　　　　　　　　住むために居室を増築　　　　　　　　　　必要な時に、軸組を使用して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家具や薪などに利用できる。　　　　　

雨に濡れる、風に吹かれるを
繰り返しながら「木」は次第に朽ちていく

朽ちた「木」は何十年後、
土に戻り新たな植物の栄養となる

増加する空き家　　　登米市では 1年間に 1000 人ほど人が減少しており、今後も空き家は増えていくと予測できる。
　　　　　　　　　　　　　　　空き家を放置するのではなく、老朽化する前に解体を進め、既存の軸組から発展する新しい住宅の姿を考える。
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：新規の柱・壁
：既存の柱・壁

S＝1:100
：新規の柱・壁
：既存の柱・壁

1．玄関
2．LDK
3．WC
4．洗面
5．風呂
6．居室 1
7．居室 2

きれいな青い空、どんよりしている雲、
空を眺めて心を休める

風で木々の葉がかすれる音  a

既存の軸組を通り抜けて差し込む太陽の光

家の中を通り抜けていく風

屋根から流れてくる雨

雨に濡れた土の香りを嗅ぎながら生活をする

竹林の中に潜む鳥や虫の声が聞こえる。
自然の音に囲まれながら眠りにつく

暖かく、冷たい土

夏は冷たい土の周りに居場所をつくり、
冬は２階の各居室で過ごす。

土が床になったら、どんな暮らしが待っているだろうか。
土を掘り、暖をとる。土を盛り、座り、寝ころぶ。
平らに均して、机を移動しご飯を食べ、作業をする。

雨で濡れた土の香り、中庭にはいつの間にか生えている植物。
自然に囲まれた環境と、そこに存在していた家屋から、

その日の天候、環境、気分により自ら居場所を考え、つくりながら暮らしていく。
「土」という大地と古い「木造家屋」の軸組を活用したリノベーション

を行い、人間が持つ本能を引き出しながら過ごしていく住宅。

再編

覆われた土
現代の暮らしの中では快適さが求められ、
「土」はアスファルトやコンクリートに
覆われ、人との距離が遠くなっている。
地球は土を介して循環しているはずが、
土に染み込むべき雨水も大地に染み込まず

他の場所へと流れていく。
土との繋がりが希薄化している中で、

土を表面に出すことで直接雨水が染み込み
地球環境の循環が保たれると考える。

宮城県登米市登米町小島

登米市は総面積のうち 4割を森林が占めている、
自然豊かな土地である。

敷地は、雑木山に住宅が入り込むように存在し
ている場所であり、周辺の住宅も田んぼと山に
挟まれるように住宅が建ち並んでいる。

既存の基礎と軸組の間でひと休み

農業・稲作

畜産業

林業

1．土と繋がる

2．人と繋がる

3．木と繋がる

渡り鳥

1．リビングから中庭を見ると、外の傾斜が家の中まで続き、土の床が居場所となる。傾斜によって土と居室の関係が近くなり、土の匂いや

　　状態を眺める事ができる。土を掘ったり盛ったりして、形を作ることで居場所を自由に作ることができる。土は敷地の中でも草花が咲く。

2．玄関前の軸組の下部空間。　家の中でもなく、外でもない空間は来客者が気軽に立ち寄り物々交換や世間話をして人と繋がる。

3．既存の柱と、新規の柱が入り混じる。既存の柱に寄りかかり、毎日目にすることで、その場所にに存在していた過去も繋ぐ。

改修後平面図 S＝1:150

デッキの一部は傾斜に埋まり、
家は環境と一体になる。

4か所の庭は、
余白の空間である。

暮らしていく中でも増築・減築
できる。

既存の柱を利用した、
回廊できる平面プラン
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S＝1:100
昭和 43 年に建てられた空き家平面図。平屋建てであるが、

一部屋根裏部屋がある。総床面積 179 ㎡。

～過去と共に今日を楽しむ～

排水溝

お互いが
不可欠な存在

植物を
育てる
土台

栄養を与える

暮らしを
つくる
骨格

資源として
大切に
活用する

自由に形が
生まれ、
居場所
になる

根が張り
強度が生まれる

人

土木

「人」「土」「木」それぞれが
役割を果たし、居場所をつくるもの ( 物 )、

長く続けようとするもの ( 者 )
として共に成り立っていく。
リノベーションという操作に

自然物を編み込ませながら空き家を
再び生き返らせる。

GL+600 の既存部分は、
土の床の空間に挟まれる。

玄関LDK土の間

デッキ


